
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

参

議

院

経

済

産

業

委

員

会

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

一

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
目
標
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
目
標
等
及
び
そ
れ
ら
に
関
す
る
「
判

断
基
準
」
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
他
の
戦
略
目
標
と
十
分
に
整
合
性
を
も
た
せ
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
特
性
や
導
入
状
況
、

技
術
開
発
動
向
な
ど
の
実
態
及
び
経
済
に
与
え
る
影
響
を
踏
ま
え
、
実
現
可
能
性
を
重
視
し
つ
つ
策
定
を
進
め
る
こ
と
。
ま

た
、
そ
の
際
に
は
、
関
係
審
議
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
原
子
力
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
の
特
性
の
違
い
に
留
意
し
、
適
切
な
機
能
分
担
が
図
ら
れ
る
よ
う
条
件
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
有
効
利
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
、
本
法
の
目
的
で
あ
る
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
」
と
「
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
」

双
方
の
促
進
施
策
の
バ
ラ
ン
ス
に
留
意
し
つ
つ
、
総
合
的
な
政
策
立
案
に
努
め
る
こ
と
。

三

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
に
係
る
費
用
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
者
に
転
嫁
す
る
場
合
な
ど
、
本
法
に
基
づ
く
施
策
が

新
た
な
国
民
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
制
度
設
計
及
び
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
過
重
な
国
民
負
担
が

生
じ
な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
十
分
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
負
担
の
程
度
、
必
要
性
等
に
つ
い
て
国
民
の
幅
広
い
理
解

を
得
つ
つ
進
め
る
こ
と
。

ま
た
、
附
則
第
二
条
第
二
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
負
担
の
軽
減
及
び
健
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
形
成
等
の
観

点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
価
格
動
向
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
競
争
条
件
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
十
分
な
実
態
把
握
と
将
来

予
測
に
基
づ
き
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。



四

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
国
民
が
利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
品
質
や
供
給
安
定
性
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
に
か
ん
が
み
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
実
態
の
把
握
や
利
用
量
の
調
整
等
の
必
要
な
対
応
策
の
検

討
な
ど
、
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す
る
取
組
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
送
配
電
設
備
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
係
る

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
・
改
修
す
る
場
合
の
費
用
に
つ
い
て
、
透
明
性
の
確
保
や
公
的
負
担
の
在
り
方
な
ど
、
公
平
な
ル
ー
ル
づ

く
り
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

五

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
拡
大
に
対
す
る
支
援
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
対
策
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
実
効
が
上
が
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
の
取
組
を
促
し
、
こ
れ
と
連
携
し
て
、
支
援
対
象
の
条
件
や
手

続
な
ど
に
つ
い
て
き
め
細
や
か
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

六

本
法
施
行
に
は
、
革
新
的
技
術
の
普
及
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
次
世
代
の
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
、
送
電
線

網
制
御
、
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
の
開
発
導
入
に
つ
い
て
、
加
速
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
我
が
国
が
有
す
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
燃
料
電
池
な
ど
優
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
が
国
内
外
に
お
け
る
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
等
に
貢
献
出
来
る
よ
う
、
利
用
側
も
含
め
、
適
切
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


